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下
ク
リ
ュ
ニ

ー
と
記
す）

に
よ
り
東
端
部
の
祭
壇
が
五
つ

奉
献
(
c
o
ns
e
cr
ati
o
n)

さ
れ
た
と
い
う
記
録
(
Bib[io[
hec
d

―
一

三
0
年
に
献
堂
(
d
e
di
c
ati
o
n)

さ
れ
た
と
い
う
史
料

(
Bi
bli
ot
hec
a
 Cl
ミ
尽z
ce
nsis,
c
o
l.
 1
3

8

0

 |
 8
1
)

が
伝
わ
る。

さ
れ
一

〇
八
八
年
か
ら
一

ニ―-
0
年
ま
で
の
四
0
余
年
間
に
ど
の
よ
う
に
進
行
し、

巨
大
な
建

造
物
の
ど
の
部
分
が
い
つ

頃
完
成
さ
れ
て
い
っ

た
か
と
い
う
ク
リ
ュ
ニ

ー
自
体
の
編
年
は
明
ら

Cl
u
ni
ace
nsis.
 c
o
l.
5
1

8
)

と、

ク
リ
ュ

ペ

ル
シ
ー

し
か
し
工
事
が
ど
こ
か
ら
着
手

1

0
九
五
年
一

0
月
二
五
日
に
法
王
ウ
ル
バ
ヌ
ス
一
一
世

た
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ

ー
は
フ
ラ
ソ
ス

革
命
の
後、

執
拗
に
爆
破
さ
れ、

教
会
自
体
に
関
し
て
は

南
大
翼
廊
と
そ
の
周
辺
部
を
残
す
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ

た。

そ
の
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ

ー

の
建
設
工
事
は
六
代
修
道
院
長
ュ
ー
グ
（
在
位
一

0
四
九
I
―
1

0

(
2)
 

九）

の
下
で
一

〇
八
八
年
に
始
ま
っ

た
(
fo
u
n
d
ati
o
n)。

ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
会
ク
リ
ュ
ニ

ー
派
の

総
本
山
と
し
て
宗
教
界
の
み
な
ら
ず
政
治
的
に
も
外
交
的
に
も
そ
の
頂
き
に
達
し
て
い
た
時
期

(
3)
 

で
あ
る。

建
設
の
進
行
に
関
し
て
は
、

は
じ
め
に

年
代
に
関
す
る
問
題
点
と
研
究
の
現
状

． 

レ
．

 

ユ
（
以

フ
ォ
ル
ジ

の
扉
日
と

ニ

ー
周
歩
廊
柱
頭
彫
刻
の
年
代
に
つ
い
て

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ

ネ
ス
ク
美
術
の
形
成
と
展
開
を
年
代
的
に
跡
づ
け
よ
う
と
す
る

と
ぎ、

大
き
な
障
害
に
な
る
の
は
、

そ
の
中
心
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ

ー

大
修
道
院
の
全
貌
が
明
確
に
掴
め
な
い
こ
と
で
あ
る。

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
規
模
を
誇
っ

す
る。

グ

常
田

益

代

一

世
紀
末
か
ら
の
四
0
余
年
と
い
う
期
間
は
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ

ネ
ス
ク
建
築

と
彫
刻
を、

最
晩
期
の
も
の
を
除
き、

し
た
が
っ
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
作
品
を
論
ず
る
場
合、

(

4
)
 

か
に
さ
れ
て
い
な
い
〔
挿
図
1
)。

ほ
ぼ
す
べ
て
包
括
し
て
し
ま
う
時
間
的
枠
組
み
に
相
当

ダ

ー

リ

ン

ク
リ
ュ
ニ

ー
よ
り
前
だ
と
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か
後
だ
と
か
と
す
る
の
は
殆
ど
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る 。

か
ら
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
設
が
進
行
し
続

け
る
一
方
で 、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
小
規
模
な
教
会
は
着
工
さ
れ
完
成
さ
れ
て
い
っ

た 。

問

題
は
こ
れ
ら
の
教
会
が
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
設
工
事
の
ど
の
段
階 、

ど
の
部
分
と
ど
の
よ
う
に
関

連
し
て
い
た
か
で
あ
る 。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は 、

建
築
と
彫
刻
の
両
方

ま
ず
ク
リ
ュ
ニ
ー
自
体
で
の
展
開
の
跡
付
け
で 、

さ
ま
ざ
ま
な
建
築
部
分
に
属
す
る
彫
刻
と
幣
し
い
数
の
彫
刻
断
片
の
相
互
比
較
が
不
可
欠
で
あ

つ
い
で
こ
れ
ら
の
彫
刻
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

に
関
連
す
る
教
会
の
彫
刻
と
の
比
較 、

較
の
対
象
と
な
っ

た
す
べ
て
の
彫
刻
の
位
置
す
る
建
築
母
胎
の
比
較 、

要
と
思
わ
れ
る 。

さ
ら
に
比

ま
た
関
連
す
る
教
会
の

方
か
ら
得
ら
れ
る
史
料
の
検
討
な
ど 、

多
視
点
か
ら
の
精
査
を
総
合
し
て
い
く
研
究
方
法
が
必

い
わ
ば
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
い
う

長
い
線
上
に 、

複
数
の
短
い
線
や
点
に
喩
え
ら

れ
る
他
の
教
会
建
築
を
位
置
づ
け
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で 、

初
め
て
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
全
貌

と
ク
リ
ュ
ニ
ー
自
体
で
の
展
開 、

ま
た
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
影
響
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
範
囲
も
よ
り

明
確
に
な
る
だ
ろ
う 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
全
貌
に
関
す
る
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
は
言
う
ま
で
も
な
く 、

一
九
二
0
年

代
以
来
論
争
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
名
高
い
周
歩
廊
柱
頭
の
年
代
さ
え
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な

い
（
挿
図
2
|
5) 。

そ
れ
は
従
来
の
研
究
方
法
が
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か 。

方
法
は
主
に
(-
)

柱
頭
様
式
の
描
写
と
評
価 、
（
二）

文
献
解
釈 、
（
三）

周
歩
廊
柱

頭
の
制
作
場
所
と
設
置
の
時
点
（
建
設
現
場
の
足
場
の
上
で
制
作
し
た
と
す
る
説
と
工
房
で
制

作
し
て
か
ら
設
置
し
た
と
す
る
説）

を
拠
り

所
と
し
て
い
た 。

今
こ
こ
で
七
0
年
余
り
に
及
ぶ

周
歩
廊
柱
頭
論
争
の
経
過
を
辿
る
余
裕
は
な
い
が 、

年
代
に
関
し
て
は
大
き
く

三
つ
の
説
が
出

(

5
)
 

さ
れ
た 。

第一
は
一
0
九
五
年
に
ウ
ル
バ
ヌ
ス
ニ
世
が
祭
壇
を
奉
献
し
た
と
ぎ
周
歩
廊
柱
頭
は

(6)
 

す
で
に
彫
刻
さ
れ
設
置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
説 、

第
二
は
周
歩
廊
柱
頭
は
そ
の
優
美
な
完
成
さ

(7)
 

れ
た
様
式
か
ら
し
て
―
一
三
0
年
頃
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
説 、

第
三
は
教
会
の
東
端
部
は
一

(8)
 

―
二
0
年
ま
で
に
完
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
周
歩
廊
柱
頭
は
そ
の
少
し
前
で
あ
る
と
す
る
説
で
あ

る 。

し
た
が
っ
て
一
0
九
五
年
か
ら
―
一
三
0
年
以
降
と
す
る
説
ま
で
ほ
ぽ
四
0
年
の
開
き
が

る 。

刻
断
片
の
カ
タ
ロ
グ
づ
く
り
が
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド 、
ワ
ル
シ
ュ
、

一
九
八
四
年
に
は
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド

る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

等
閑
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。

で
て
い
る 。

周
歩
廊
柱
頭
の
年
代
的
位
置
付
け
は 、

単
に
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず 、

3フ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
様
式
展
開
の
鍵
と
な
る
大
き
な
問
題
で
あ
る 。

周

歩
廊
柱
頭
を
初
期
の
様
式
と
す
る
か
帰
結
と
す
る
か
に
よ
り 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
影
響
力
の
大
ぎ

さ
と
周
辺
作
品
と
の
関
係 、

さ
ら
に
は
図
像
の
形
成
と
そ
の
伝
播
の
見
方
ま
で
変
わ
っ
て
く
る 。

編
年
は 、

形
体
の
歴
史
と
精
神
活
動
と
の
年
代
的
照
合
を
理
解
す
る
上
に
も
―
つ
の
基
礎
に
な

ク
リ
ュ
ニ
ー

研
究
は
一
九
六
八
年
に
出
さ
れ
た
コ
ナ
ソ
ト
と
サ
レ
の
相
容
れ
な
い
二
つ
の
研

究
に
よ
り 、

解
決
を
見
な
い
ま
ま
休
止
し
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た 。

し
か
し、
一
九
八
三
年

に
出
版
さ
れ
た
ア
ー
ミ
の
『
ロ
マ
ネ
ス
ク
期
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
石
エ
と
彫
刻
家』
(

aso
ns

且
d
Scu
lptors
 in
 Ro
mミ
nesque
B
U?、gu
n
dy)
が
一
種
の
活
性
剤
に
な
り 、
こ
こ
十
余
年

ク
リ
ュ
ニ
ー

研
究
は
か
な
り
活
発
に
な
っ
て
い
る 。

と
ソ
ル
ニ
エ
ー

に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
『
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
忘
れ
ら
れ
し
彫
刻』
(
La
scu
lpt
UJ、e
oミb,

(10)
 

記ie

de
 
v;

 
爵el
g)
が
編
ま
れ 、

続
く一
九
八
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で 、
一
九
八
八
年
に
は
フ

(

11
)
 

ラ
ン
ス
で
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
た 。

ま
た
コ
ナ
ン
ト
の
発
掘
し
た
賂
し
い
彫

よ
り一
九
八
八
年
か
ら
再
開
し
た 。

モ
ー
リ
ス 、
ブ
ラ
ソ 、

サ
ル
ヴ
ェ
ッ
ク
の
共
同
作
業
に
よ
り一
九
八
六
年
か
ら
進
行
し 、

そ
の
第一
巻
の
出
版
も
間
近

と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

さ
ら
に
五
0
年
来
中
断
し
て
い
た
発
掘
も
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
の
助
成
に

ル
ー
ク
・
ミ
レ
の
下
で
行
わ
れ
た
今
回
の
発
掘
は
ナ
ル
テ

(12)
 

ッ
ク
ス
に
重
点
が
置
か
れ 、

西
正
面
扉
口
の
彫
刻
断
片
が
出
土
し
た 。

の
研
究
に
並
行
し
て 、

レ、
9
/
 

レ
ト
ワ
ー

一
方
ク
リ
ュ
ニ
ー
自
体

ペ
ル
シ
ー
・
レ
・
フ
ォ
ル
ジ
ュ
、

パ
レ
・

ル
・
モ
ニ
ア
ル 、
モ
ン
ソ
ー
・

(13)
 

マ
コ
ソ
な
ど
の
個
別
研
究
が
博
士
論
文
の
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
き
た 。
こ
う

し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
自
体
の
研
究
と
周
辺
作
品
の
基
礎
的
研
究
か
ら
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
全
貌
と
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
の
全
体
像
が
少
し
ず
つ
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
る 。

本
論
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
を
こ
う
し
た
一
連
の
新
し
い
研
究
状
況
の
な
か
で
捉
え

直
す
試
み
で
あ
る 。

そ
の
際 、

周
歩
廊
柱
頭
を
一
応
問
題
の
核
に
据
え
な
が
ら 、

核
の
内
部
か

-117-



挿図3 クリュニ 一 周歩廊、第五柱頭、「春」の彫師、「春」

挿図4 クリュニ ー 周歩廊、 第四柱頭、 「希望」 の彫師、 「希

望」
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一
、

扉
口
を
構
成
す
る
石
塊
の
う
ち 、

石
灰
石
が
用
い
ら
れ 、

し
か
も
そ
の
両
端
に
同
じ
よ
う
な
損
傷
が
あ
る 。

た
こ
の
良
質
の
石
灰
石
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
南
翼
廊
に
接
す
る
塔
の
内
部
に
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
祭

(
16)

 

室
の
柱
頭
の
石
質
に
近
い
と
い
う

報
告
を
受
け
た
（
挿
図
9
a
) 。

の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た 。

ブ
リ
ヨ
ネ
の
工
房 、

ブ
ノ
ワ
・
シ
ュ
ー

ル
・
ロ
ワ
ー

ル
に
属
す
る
最
も
重
要
な
小
修
道
院
の
―
つ
で 、

地
理
的
に
は

東
に
ク
リ
ュ
ニ
ー 、

南
に
パ
レ
・

ル
・
モ
ニ
ア
ル 、

南
西
に
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
を
控
え
た
南
ブ
ル

一
世
紀
初
頭
の
建
造
で 、

(14)
 

マ
ネ
ス
ク
期
に
入
り 、`ハ
ジ
リ
カ
の
西
前
方
に
玄
関
間
ポ
ー

チ
が
増
築
さ
れ
た 。

玄
関
間
の
保
存

状
態
は
良
く 、

扉
口
彫
刻
を
同
時
代
の
建
築
母
胎
の
中
で
捉
え
る
事
の
で
ぎ
る
貴
重
な
例
で

(15)
 

あ
る（
挿
図
10
a
) 。

ま
た 、

玄
関
間
の
彫
刻
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
も
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
の
諸
教
会
と

も
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
も
様
式
上
緊
密
な
関
連
を
示
し 、

複
数
の
作
品
を
一

挙
に
考
察
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
く
れ
る 。

(
1)

扉
口
の
構
成

ペ
ル
シ
ー

の
彫
刻
様
式
を
個
々
に
分
析
す
る
前
に 、

ま
ず
扉
口
全
体
に
つ
い
て
石
質
分
析 、

損
傷
部
の
観
察

測
量 、

扉
口
構
成
の
比
較
を
行
な
っ
た
（
挿
図
9
a
I
d) 。

そ
の
結
果 、

次

ま
ぐ
さ
の
み
粒
子
の
極
め
て
細
か
く
白
色
が
か
っ
た

ゴ
ー
ニ
ュ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る 。

現
存
す
る
バ
ジ
リ
カ
は

ペ
ル
シ
ー
・
レ
・
フ
ォ
ル
ジ
ュ

ま
ぐ
さ
に
用
い
ら
れ ロ

（
ソ
ー
ヌ
・

エ
・
ロ
ワ
ー

ル
県）

は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

会
サ
ン
・

ペ
ル
シ
ー

の
扉
口
彫
刻

ら
だ
け
で
は
な
く 、

様
式
的
に
緊
密
な
つ
な
が
り
を
示
す
ペ
ル
シ
ー
・
レ
・
フ
ォ
ル
ジ
ュ
の
玄

関
間
扉
口
の
彫
刻
に
光
を
あ
て
る 。

そ
し
て
ペ
ル
シ
ー
と
の
比
較
を
も
と
に 、

さ
ら
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
の
関
係
を
検
討
し 、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ

ネ
ス
ク
彫
刻
の
展
開
と
そ
の
編
年
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る 。

ク
リ
ュ
ニ
ー
と

以
上
の
点
を
総
合
し
て
考
え
る
と 、

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る 。

す
な
わ
ち 、

図
6)

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
の
地
方
の
伝
統
形
式
に
従
い 、

両
柱
頭
を
起
点
と
し
て
半
円
形
壁
面
を
囲
む
飾
迫
縁
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
と
い
う

構
成
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る 。

置
ま
で
下
げ
た 。

柱
頭
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
奥
行
き
が
な
か
っ
た 。

em
切
断
し 、

ペ
ル
シ
ー

の
扉
口
構
成
に
は
工
事
の
途
中
で
変
更
が
あ

は
じ
め
は
ア
ン
ジ
ー・

ル
・
デ
ュ
ッ
ク
の
西
正
面
（
挿

と
こ
ろ
が
扉
口
構
成
の
変
更
（
拡
張
案
？）

に
よ
り 、

柱
頭
を
コ
ー

ベ
ル
の
位

さ
ら
に
コ
ー

ベ
ル
の
厚
さ
を
削
り
柱
頭
を
押
し
込
む
よ
う
な
形
で
現
在
の
位
置
に

配
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

現
在
の
ま
ぐ
さ
は
扉
口
変
更
案
が
出
た
時
点
で
制
作
さ
れ
置
き
換
え

ら
れ 、

こ
の
ま
ぐ
さ
に
合
わ
せ
て
左
右
に
延
長
部
が
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う 。

（
あ
る
い
は
逆

に 、
「
受
難
伝」
を
示
す
現
在
の
ま
ぐ
さ
と
そ
の
延
長
部
を
導
入
せ
ん
が
た
め 、

扉
口
の
構
成
が

変
更
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い 。）
半
円
形
壁
面
の
直
径
は
新
し
い
ま
ぐ
さ
よ
り

幾
分
短

い
た
め
左
右
の
間
隙
を
う
め
て
弧
を
整
え 、

ま
ぐ
さ
と
延
長
部
に
合
う

偏
平
な
飾
迫
縁
を
組
み 、

コ
ー

ベ
ル
に
連
続
す
る
脇
壁
は
本
来
柱
頭
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め 、

縁
と
そ
の
上
部
の
壁
体
の
石
組
は
一

致
し
て
い
る 。

図
9
b)

図
9
C
|

d 、

2
a
) 。

ー

二 、

ま
ぐ
さ
の
長
さ
と
半
円
形
壁
面
の
直
径
が
一

致
し
な
い
（
挿
図
10
b) 。

三 、

扉
口
の
左
右
脇
壁
柱
頭
と
ま
ぐ
さ
を
支
え
る
左
右
の
コ
ー

ベ
ル
に
人
為
的
な
切
断
の
跡

が
見
ら
れ
る 。

測
量
と
観
察
の
結
果 、

柱
頭
の
奥
行
ぎ
が
脇
壁
の
奥
行
よ
り

大
き
い
た
め 、

柱

頭
の
角
を
約
6
cm
切
断
し 、
コ
ー

ベ
ル
の
後
ろ
に
重
ね
る
よ
う
に
押
し
込
ん
だ
こ
と
が
判
る（
挿

四 、

脇
壁
柱
頭
の
高
さ
(
64
1

65
cm)
は
ま
ぐ
さ
の
高
さ
(
66
cm)
に
ほ
ぼ
一

致
す
る 。
（
挿

五 、
ペ
ル
シ
ー

の
扉
口
を
彫
刻
様
式
の
上
か
ら
関
連
の
あ
る
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
の
伝
統
的
な
扉

n
形
式
と
比
較
す
る
と 、

さ
の
延
長
部
を
加
え
る
と
い
う

稀
な
形
式
を
示
し
て
い
る
（
挿
図
6 、

ペ
ル
シ
ー

で
は
ま
ぐ
さ
の
両
端
に
は
柱
頭
が
な
く 、

代
わ
り
に
ま
ぐ

o
a
) 。

ー

六 、

ま
ぐ
さ
延
長
部
と
半
円
形
壁
面
を
囲
む
飾
迫
縁
(arc
hi
volt)
の
石
組 、

さ
ら
に
飾
迫

ま
ぐ
さ
の
両
端
に
柱
頭
を
配
し 、

そ
の
た
め
柱
頭
の
渦
巻
ぎ
文
の
角
を
約
6
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の
彫
刻
の
前
後
関
係
を
考
え
る
時
の
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う。

る
（
挿
図
10
b
)。

こ
の
推
論
は
図
像
の
上
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
だ
ろ
う。

す
な
わ
ち、

こ
の
時
代
の
ま
ぐ
さ
の

主
題
と
構
図
は
、

半
円
形
壁
面
の
主
題
と
構
図
に
支
配
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る。

ペ
ル
シ
ー
で
は
「
玉
座
の
キ
リ
ス
ト
と
セ
ラ
フ
ィ
ム
」

を
表
す
半
円
形
壁
面
と
「
キ
リ
ス
ト
の

受
難
伝」

か
ら
の
説
話
場
面
を
示
す
ま
ぐ
さ
と
の
間
に
は
、

図
像
の
上
か
ら
も
構
図
の
上
か
ら

も
主
と
従
の
関
係
が
認
め
難
く、

各
々
別
々
に
構
想
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ

考
古
学
的
な
観
察
を
も
と
に
得
ら
れ
た
ペ
ル
シ
ー
の
扉
口
の
制
作
過
程
に
関
す
る
推
論
は
、

扉
口
の
彫
刻
に
見
ら
れ
る
様
式
の
違
い
と、

そ
の
各
々
に
緊
密
に
関
わ
る
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ

地
方

(
2
)
「
手
」

の
分
析

一

九
一

三
年、

フ
ォ
ン
・

リ
ュ
ッ
ケ
ソ
は
ペ
ル
シ
ー
の
扉
口
彫
刻
に
二
人
の
彫
師、

す
な
わ

(
17)
 

ち
半
円
形
壁
面
を
彫
っ
た
人
と
ま
ぐ
さ
を
彫
っ
た
人
を
認
め
た
（
挿
図
10
b
)。

七
0
年
後、

ア

ー
ミ
は
前
者
を
ア
ヴ
ナ
ス
の
彫
師、

後
者
を
ペ
ル
シ
ー
の
彫
師
と
名
付
け、

こ
の
二
人
が
ブ
ル

(
18)
 

ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
主
だ
っ
た
彫
刻
作
品
を
殆
ど
手
掛
け
た
と
い
う
説
を
出
し
た。

ア
ー
ミ
説
に

よ
れ
ば、

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
で
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
た
ア
ヴ
ナ
ス
の
彫
師
は
ア
ン
ジ
ー
西
正
面
扉

ロ
と
マ
コ
ン
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
（
以
下
マ
コ
ン
扉
口
と
略
称）

を
彫
っ
た
後、

ペ
ル
シ
ー

に
赴
ぎ、

そ
こ
で
も
う
一

人
の
彫
師、

ペ
ル
シ
ー
の
彫
師
に
出
会
う。

円
形
壁
面
を
ペ
ル

シ
ー
の
彫
師
は
ま
ぐ
さ
を
彫
り、

二
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
始
ま
る。

な
が
ら
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
を
分
担
し、

さ
ら
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
で
周
歩
廊
柱
頭
を
彫
る。

に
遅
れ
て
制
作
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る。

作
過
程
か
ら
し
て、

ま
ぐ
さ
と
そ
の
延
長
部
は
半
円
形
壁
面、

工
事
は
上
部
の
壁
に
進
行
し
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る。

こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば、

そ
の
制

と
こ
ろ
が

ア
ヴ
ナ
ス
の
彫
師
は
半

ペ

八／

シ
ー
で
の
制
作
後、

二
人
は
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
向
か
い
、

互
い
に
影
響
し
あ
い
様
式
を
発
展
さ
せ

ペ

）レ

シ
ー
の
彫
師
は
そ
の
後
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
戻
り
中
央
半
円
形
壁
面
の
「
聖
霊
降
臨」

を
制
作
し
た。

コ
ー
ベ
ル
、

柱
頭
よ
り
わ
ず
か

は
ク
リ
ュ
ニ
ー
周
歩
廊
柱
頭
の
影
響
下
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く、

す
べ
て
年
代
的
に
先
行

す
る
こ
と
に
な
る。

こ
れ
に
対
し
ペ
ソ
ダ
ー
ガ
ス
ト
と
ザ
ウ
ェ
ル
レ
ン
ダ
ー
は
ア
ン
ジ
ー
西
正
面
扉
口
（
ま
ぐ
さ

を
除
く
）

と
ペ
ル
シ
ー
の
半
円
形
壁
面
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
正
面
扉
口
を
手
本
と
し
て
制
作
さ

(
19)
 

れ
た
比
較
的
遅
い
一
―

二
五
ー
一
―

四
0
年
頃
の
地
方
作
品
と
考
え
る。

し
た
彫
師
の
後
期
の
作
品
と
し
一
―
――1
0
|
-

ナ
ソ
ト
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
周
歩
廊
柱
頭
を
一

0
九
五
年
以
前
と
し、

ペ
ル
シ
ー
の
半
円
形
壁
面

(
20)
 

に
も
―
1

0
0
年
頃
と
い
う
早
い
年
代
を
付
け
て
い
る。

ま
た
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
視
点
か
ら
問
題

を
捉
え
る
サ
レ
と
デ
ィ
ー
マ
ー
は
ペ
ル
シ
ー
の
ま
ぐ
さ
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
で
活
躍

(
21)
 

一

四
0
年
に
位
置
づ
け
る。

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
周

歩
廊
柱
頭
の
場
合
同
様、

こ
こ
で
も
四
0
年
以
上
の
開
ぎ
が
出
て
い
る。

あ
る
特
定
の
地
域
の
特
定
の
工
房
が
示
す
―

つ
の
集
合
的
な
様
式
の
内
で
、

個
人
の
様
式

(
22)
 

「
手」

を
区
別
し
て
い
く
こ
と
は
厄
介
な。
フ
ロ
セ
ス
で
あ
る。

彫
師
自
身
の
内
的
要
因
（
才
能、

美
的
感
覚、

癖、

性
格、

成
熟
度、

出
身
地）

と
外
的
条
件
（
建
築
的
条
件
と
枠
組
み、

大
ぎ

さ、

石
質、

図
像
的
要
請、

せ
が
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う。

の
彫
師
が
そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
ど
れ
ほ
ど
の
様
式
の
幅
を
持
っ
て
い
た
か
、

ま
た
意
識
的

に
持
と
う
と
し、

使
い
分
け
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
点
に
あ
る。

こ
の
難
題
に
対
す
る
答
え
は

得
ら
れ
よ
う
も
な
い
が
、

筆
者
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
「
手」

を
区
別
す
る
際
の
撻
と
し
て
主

に
次
の
諸
点
を
考
慮
し
た。

そ
の
際
の
大
前
提
は
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
は
、

原
則
と

し
て、

工
房
の
中
で
の
地
位
と
役
割
な
ど
）

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ

し
か
し
「
手」

を
区
別
す
る
時
も
っ
と
も
難
し
い
間
題
は
、

中
世

三
次
元
の
空
間
を
占
め
る
丸
彫
り
で
は
な
く、

建
築
の
一

部
に
組
み
込
ま
れ
定
ま
っ
た

(
23)
 

方
向
か
ら
の
視
点
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た
浮
き
彫
り
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る。

(
24
)

〈
-
）

彫
刻
技
法
（
彫
り
の
深
さ
と
断
面
の
形、

繋
が
石
の
表
面
に
あ
た
る
時
の
角
度
）

〔
二
）

彫
刻
さ
れ
た
対
象
物
の
三
次
元
性
（
像
が
地
か
ら
ど
の
程
度
解
放
さ
れ
て
い
る
か
）

〈
三
）

像
の
重
量
感
・

存
在
感
（
宙
ず
り、

浮
遊、

立
脚
な
ど
）

従
っ
て
ア
ー
ミ
説
に
よ
れ
ば、

ア
ヴ
ナ
ス
、

ヽ

ア
ン
ジ
ー

一

方
ウ
ル
セ
ル
と
コ

マ
コ
ソ
、

ペ
ル

シ
ー、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
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（
五）

顔
お
よ
び
身
体
の
部
分
の
表
現
法

（
六）

細
部
（
服
の
デ
ザ
イ
ソ
・

装
飾 、

髪
型 、

持
ち
物 、

建
築
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど）

（
七）

人
像
の 。フ
ロ
ボ
ー

シ
ョ
ン

（
九）

形
体
と
そ
の
表
面
の
質
感
と
の
関
係

(J
O)

構
成
と
空
間
の
密
度

(―-）

対
象
物
と
奥
行
ぎ
と
の
関
係

(-
＝）

身
振
り
と
動
き
の
演
出
度 、
ド
ラ
マ
性

(
-
l-＿）

表
現
方
法
(
mode)
と
調
子
(tone)

右
の
基
準
を
考
慮
し
つ
つ
ペ
ル
シ
ー

の
扉
口
彫
刻
を
精
査
し
た
結
果 、

筆
者
は
四
人
の
「
手」

を
認
め
た 。

半
円
形
壁
面
の
「
玉
座
の
キ
リ
ス
ト
と
セ
ラ
フ
ィ
ム
」
を
彫
っ
た
手 、

左
右
の
コ

ー
ベ
ル
「
悪
魔
を
退
治
す
る
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
」
を
彫
っ
た
手 、
ま
ぐ
さ
の
「
キ
リ
ス
ト

の
受

難
伝」
を
彫
っ
た
手 、

そ
し
て
「
ゲ
ッ

セ
マ
ネ
の
場
面」
を
含
む
左
右
の
ま
ぐ
さ
延
長
部
を
彫

っ
た
手
で
あ
る 。
こ
れ
ら
四
人
の
彫
師
を
各
々
の
図
像
に
因
み 、

エ
ル
の
彫
師 、

受
難
伝
の
彫
師 、

(
3)
ペ
ル
ジ
ー

の
四
人
の
彫
師

セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師

半
円
形
壁
面
を
彫
っ
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師
の
人
物
像
は 、

正
面
扉
口 、

せ
る（
挿
図
6 、

ヽ

7
a
_
b
 

ヽ

8
a
_
b
 

（一
四）

質
（
形
体
の
強
さ 、

生
命
度）

（
八）

動
作
の
自
然
ら
し
さ
(spontaneity)
の
度
合
い

（
四）

衣
文
（
衣
文
の
扱
い
か
た 、

身
体
と
衣
と
の
関
係）

工
房
と

わ
る 。

セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師 、
ミ
カ

ゲ
ッ

セ
マ
ネ
の
彫
師
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る 。

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇 、
ア
ン
ジ
ー

西

マ
コ
ソ
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
な
ど
で
活
躍
し
た
工
房
の
様
式
を
即
座
に
想
起
さ

10
b) 。

筆
者
は
こ
の
工
房
を
ブ
リ
ヨ
ネ
第一

呼
ぶ
こ
と
に
す
る 。

そ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
頃 、
ブ
リ
ヨ
ネ
を
中
心
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
広
範
な
地

(25)
 

域
で
活
動
し
て
い
た
も
う―
つ
の
工
房
（
ブ
リ
ヨ
ネ
第一
工
房）
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。
ア

ソ
扉
ロ

る 。 ヴ
ナ
ス
祭
壇 、
ア
ソ
ジ
ー

西
正
面
扉
口 、

較
す
れ
ば 、

共
通
点
と
し
て
小
さ
い
目 、

高
い
位
置
の
耳 、

小
さ
い
口
と
い
っ
た
顔
の
特
徴
が

ま
ず
指
摘
で
ぎ
る 。

衣
文
は
人
体
の
動
ぎ
と
関
係
な
く 、

平
坦
な
表
面
を
ほ
ぼ
九
0
度
の
角
の

あ
る
浅
い
彫
り
の
曲
線
が
規
則
的
に
概
念
的
に
分
割
し
て
い
っ
て
で
ぎ
た
も
の
だ
（
挿
図
8
a 、

10
b) 。
衣
の
細
部
の
特
徴
と
し
て
は 、
＞
字
形
の
襟
と
ト
ラ
ソ
ペ
ッ
ト

状
に
広
が
っ

た
袖
口
な

し
か
し
ペ
ル
ジ
ー

の
キ
リ
ス
ト
と
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
の
キ
リ
ス
ト

を
比
較
す
る
と 、

後
者
が
玉

か
り

足
を
お
ろ
し
て
い
る（
挿
図
7
a 、

lo
b) 。

ど
ち
ら
の
像
も
観
る
者
の
視
点
を
正
面
に
想

定
し
た
像
で
あ
り
な
が
ら 、

空
間
の
中
に
占
め
る
像
の
重
量
感
・

存
在
感
に
違
い
が
認
め
ら
れ

人
物
像
と
空
間
の
関
係
は
マ
ン
ド
ラ
を
支
え
る
ア
ソ
ジ
ー

の
天
使
と
ペ
ル
シ
ー

の
セ
ラ
フ
ィ

ム
に
よ
り

端
的
に
み
ら
れ
る（
挿
図
6 、

o
b) 。

ー

ア
ン
ジ
ー

で
は
天
使
の
翼
が
半
円
形
壁
面
の

地
に
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で 、

天
使
は
地
の
表
面
上
で
の
み
移
動
工
き
る 。

で
は 、
セ
ラ
フ
ィ
ム
は
地
か
ら
ほ
ぼ
解
放
さ
れ
斜
め
前
方
を
向
き 、

ペ
ル
シ
ー

そ
の
三
対
の
翼
は
半
円
形

壁
面
の
深
い｛
籠
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
伸
び
て
い
る 。
こ
こ
に
は
浮
き
彫
り
か
ら
丸
彫
り
に

近 ‘つ
い
て
い
く
過
程
で
あ
ら
わ
れ
る
空
間
把
握
の
違
い
が
認
め
ら
れ
よ
う 。
こ
の
セ
ラ
フ
ィ
ム

に
様
式
上
も
っ
と
も
近
い
の
は
マ
コ
ン
の
扉
口
右
脇
壁
柱
頭
「
キ
リ
ス
ト

を
誘
惑
す
る
悪
魔」

の
キ
リ
ス
ト

（
挿
図
8
b)
と
半
円
形
壁
面
「
最
後
の
審
判」
最
下
段
左
側
の
天
国
へ
入
る
人
々

で
あ
ろ
う 。

ペ
ル
シ
ー

で
は
彫
刻
技
法
も
わ
ず
か
な
が
ら
複
雑
な
っ
て
い
る 。

例
え
ば
ペ
ル
シ
ー

の
キ
リ

ス
ト

の
両
脚
の
間
に
な
が
れ
る
製
は
左
右
か
ら
た
た
ま
れ
そ
の
中
央
部
に
は
さ
ら
に
稜
線
が
加

一
度
た
た
ん
だ
製
の
表
面
に
も
う
1

度
細
い
条
を
い
れ
る
と
い
う

二
重
の
彫
刻
プ
ロ
セ

ス
だ（
挿
図
10
b) 。
こ
の
彫
刻
技
法
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
を
は
じ
め 、

（
以
下
こ
れ
ら
を
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー 。フ
と
略
称
す
る）

座
か
ら
ず
り
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
の
に
対
し
前
者
は
深
く
坐
し 、

ど
が
共
通
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う

（
挿
図
7
a
ー

b ‘

10
b) 。

ア
ン
ジ
ー

西
正
面
や
マ
コ

に
は
な
い
が 、
ク
リ
ュ
ニ

マ
ソ
ド
ル
ラ
の
端
に
し
っ

マ
コ
ン
扉
口
の
人
像
様
式
と 。ヘ
ル
シ
ー

の
そ
れ
を
比
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挿図10 b. ペルシ ー 、 玄関間扉ロ

挿図8 b. マコン、 ナ 挿図8 a. マコン、 ナルテックス扉口、

ルテックス扉 北側コ ー ベル「悪魔を退治す

ロ、南脇壁柱頭 る大天使ミカエル」 部分

「キリストを誘

惑する悪魔」部

分

挿図7 b. アブナス祭壇、

正面部分、 使徒像
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挿図7 a. アブナス祭壇、 正面部分、

キリスト像



挿図12 a. ペルシ ー 、扉口、南側コ
ー ベル、 大天使ミカエル

(Photo : James Austin) 

語
を
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
に
負
っ
て
い
る
（
挿
図
12
a
I
b) 。

、
カ
エ
ル
の
彫
師

見
ら
れ
る
細
部
を
共
有
し
て
い

ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
に
は
な
く

た 、

ミ
カ
エ
ル
の
彫
師
は
ア
ヴ

る
よ
う
だ
（
挿
図
12
a
) 。

ま

げ 、

内
か
ら
の
力
で
動
い
て
い

カ
エ
ル
は
両
脚
で
し
っ
か
り
と

ー
の
周
歩
廊
柱
頭
「
春」

の
擬
人
像
の
右
腰
を
お
お
う

衣
文
に
僅
か
に
あ
ら
わ
れ
る
（
挿
図

3) 。

二
重
の
彫
刻 。
フ
ロ
セ
ス
は
ペ
ル
シ
ー
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

で
は
初
歩
的
な
段
階
に
す
ぎ
な
い

が 、

い
っ
た
ん
導
入
さ
れ
る
と
稜
線
の
加
っ
た
壁
の
扱
い
は
さ
ら
に
精
緻
に
な
り 、

ヴ
ェ
ズ
レ

ー
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
中
央
扉
口
と
オ
ー
タ
ン
で
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
衣
文
に
発
展
す
る 。

ま
ぐ
さ
を
支
え
る
左
右
の
コ
ー

ベ
ル
を
彫
っ

た
ミ
カ
エ
ル
の
彫
師
も
そ
の
基
本
的
な
造
形
言

そ
れ
は
両
脚
の
間
で
＞
字
形
を

繰
り

返
す
壁 、

平
ら
な
面
を
な
す
壁
山 、

そ
し
て
衣
の
デ
ザ
イ
ソ
等
に
見
る
こ
と
が
で
き
る 。

リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
と
も
微
妙
な

ィ
ム
の
彫
師
の
セ
ラ
フ
ィ
ム
の

に
対
し 、

悪
魔
を
退
治
す
る
ミ

身
体
を
支
え 、

右
腕
を
振
り

上

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
に

動
き
が
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
い
の

違
い
を
示
し
て
い
る 。

セ
ラ
フ

は
セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師
と
も
ブ

す
一

方
で 、

ミ
カ
エ
ル
の
彫
師

し
か
し
こ
う
し
た
共
通
点
を
示

る 。

大
き
く
低
い
位
置
の
耳 、

瞳
を
穿
っ

た
く
っ
き
り
し
た
目 、

わ
ず
か
な
が
ら
丸
み
を
帯
び

始
め
た
璧
の
断
面 、

風
に
靡
く
よ
う
に
彫
り
出
さ
れ
た
衣 、

膝
の
後
ろ
に
ま
と
ま
っ
て
い
く

上

こ
れ
ら
の
細
部
が
彫
師
個
人
の
特
徴
な
の
か 、

あ
る
い
は
「
手」

の
違
い
を
越
え
幾
つ
か
の

工
房
に
共
通
し
て
現
わ
れ
た
彫
刻
技
術
の
段
階
的
推
移
を
示
す
現
象
な
の
か
を
区
別
し
て
お
く

こ
と
は 、

年
代
的
前
後
関
係
を
確
立
す
る
上
に
大
切
で
あ
ろ
う 。

こ
こ
で
指
摘
し
た
幾
つ
か
の

特
徴
（
瞳
を
穿
っ

た
目
や
衣
文
の
表
現）

は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
す
べ
て
の
人
物
像
に

共
通
す
る
ば
か
り
で
な
く 、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

西
正
面
扉
ロ

の
人
像
で
い
っ
そ
う

顕
著
に
な
っ
て
い
く 。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
技
法
の
段
階
的
推

移
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

受
難
伝
の
彫
師

半
円
形
壁
面
の
「
玉
座
の
キ
リ
ス
ト

」

と
い
う

厳
粛
な
テ
ー

マ
に
対
し 、

ま
ぐ
さ
と
そ
の
延

長
部
は
キ
リ
ス
ト

の
受
難
伝
か
ら
連
続
す
る
五
つ
の
出
来
事
を
説
話
手
法
で
表
わ
し
て
い
る 。

す
な
わ
ち
向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ

、
「
ゲ
ッ

セ
マ
ネ
の
園
で
眠
る
使
徒」
（
挿
図
認） 、
「
ユ
ダ
の

接
吻」
（
挿
図
ll
a
) 、
「
キ
リ
ス
ト

の
逮
捕」
（
挿
図
ll
b) 、
「
マ
ル
コ
ス
の
耳
を
切
る
ペ
テ
ロ
」

「
ペ
テ
ロ
の
官
邸
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
キ
リ
ス
ト

（
？）」
（
右
延
長
部）
（
挿
図
10
b)

で
あ

る 。

セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師
と
受
難
伝
の
彫
師
と
の
著
し
い
相
違
い
は 、

教
義
と
説
話
と
い
う
図

像
の
要
求
す
る
表
現
モ
ー
ド
の
使
い
分
け
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う 。

衣
文
の
捉
え
方 、

石
の
上
を
動
く

繋
の
ス 。ヒ
ー
ド 、

プ
ロ
ボ
ー

シ
ョ
ン

、

顔
の
造
作
な
ど
に
見
ら
れ
る
二
人
の
違

い
は
各
々
の
個
性
の
違
い
と
そ
れ
ぞ
れ
の
彫
刻
様
式
の
進
展
段
階
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る 。

セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師
の
様
式
が
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
の
最
後
の
段
階
を
示
す
の
に
対
し 、

受
難
伝
の
彫
師
の
様
式
は
進
行
中
の
も
の
で
あ
る 。

こ
の
彫
師
の
斬
新
さ
は
ま
ぐ
さ
を
半
円
形

壁
面
に
従
属
す
る
均
質
で
静
的
な
空
間
と
い
う

従
来
の
扱
い
か
ら
解
放
し 、

あ
た
か
も
絵
巻
を

（
挿
図
11
b) 、
「
大
祭
司
の
前
の
キ
リ
ス
ト

(
?）
」
（
ま
ぐ
さ
右
端 、

損
傷
の
ひ
ど
い
部
分） 、

向
き
と
下
向
き
に
な
っ

た
規
則
正
し
い
襲
な
ど
で
あ
る 。
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挿図15

祭
壇
グ
ル
ー 。フ 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊

ル
シ
ー

の
階
段
状
の
壁
は、

ア
ヴ
ナ
ス

が
い
な
い 。

鋭
角
の
断
面
を
つ
く
る
ペ

な
石
灰
石
は
竪
の
動
き
を
助
け
た
に
ち

み
用
い
ら
れ
た
粒
子
の
細
か
く

柔
ら
か

且
a
ー

C
) 。

そ
し
て
こ
の
ま
ぐ
さ
に
の

像
の
一

部
に
さ
え
な
っ
て
い
る
（
挿
図

挿図14

J

の
彫
師
の
表
現
は
こ
の
受
難
伝
の
図

ヴェズレー、 ナルテックス、 南扉口、「幼児伝」

動
き
と
そ
の
動
き
を
増
幅
す
る
か
の
よ

る
い
は
放
射
状
に
走
る
衣
文、

大
胆
な

っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る 。

早
い
竪
の
動

ニ
四
人
の
人
物
は
不
規
則
に
重
な
り

合

播
く
よ
う
に
ま
ぐ
さ
に
方
向
性
を
与
え、

概
念
に
縛
ら
れ
ず、

人
物
の
大
ぎ
さ
と

プ
ロ
ボ
ー

シ
ョ
ン
を
任
意
に
変
え
て
も

に
立
つ
人
物
は
ペ
テ
ロ
の
半
分
も
な
い

盆
挿
図
11
b) 。
ま
た
ま
ぐ
さ
を
占
め
る

き、

自
在
に
変
わ
る
密
度
と
リ
ズ
ム、

肩、

胸、

腰、

腔、

袖
の
上
を
平
行
あ

う
に
深
く

彫
り

込
ま
れ
た
階
段
状
の
壁 ゜

は
師
キ
リ
ス
ト
よ
り

大
き
く 、

そ
の
脇

い
る 。

ナ
イ
フ
を
振
り

上
げ
る
ペ
テ
ロ

扉
難
人

、
受
五

時
間
の
推
移
の
な
か
で
説
話
を
劇
的
に

ら
さ
ヵ

(

26
)
 

シ

to
幻

展
開
し
て
い
る
点
に
あ
る 。

受
難
伝
の

レ
ぐ
右
徒

ま
分
使
0
ti

、
部
の
h

us

ペ

p
 

c
口
伝
目
(
A

彫
師
は
ま
た
統
一

さ
れ
た
空
間
と
い
う

ーー図挿

James 
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の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

て
い
た
は
ず
で
あ
る。

(

27
)
 

柱
頭
が
示
す
浅
い
階
段
状
の
壁
と、

そ
の
急
速
な
リ
ズ
ム
に
お
い
て
著
し
く
異
な
る。

こ
の
受

サ
レ
は
ペ
ル
ジ
ー
の
受
難
伝
の
彫
師
を
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
・
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
南
扉
口
の
「
幼
児
伝」

（
挿
図
14
)

の
作
者
と
同
一

人
物
と
し、

こ
の
人
は
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
先
立
ち、

(
28)
 

周
歩
廊
柱
頭
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」

の
大
部
分
を
彫
っ
た
人
で
あ
る
と
し
た。

換
言
す
れ
ば、

ま
ず
ク
リ
ュ
ニ
ー
で
仕
事
を
し、

そ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
を
経
て
ペ
ル
シ
ー
で
活
動
し
た
こ
と

一

方
デ
ィ
ー
マ
ー
は
ペ
ル
ジ
ー
の
受

(
29)
 

難
の
彫
師
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
「
幼
児
伝」

の
作
者
を
別
の
手
に
帰
し
て
い
る
（
挿
図
11
a
i
b、

前
述
し
た
よ
う
に
中
世
の
一

彫
師
が
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
て
ど
れ
ほ
ど
の
様
式
の
幅
を
持

っ
て
い
た
か
は
難
問
で
あ
る。

ー
の
「
幼
児
伝」
（
た
だ
し
「
お
告
げ」

を
除
く）、

同
扉
口
柱
頭
「
最
後
の
審
判
の
天
使」
（
挿

図
15
)、

中
央
扉
口
北
側
脇
壁
柱
頭
(
S
al
et,
II)、

そ
し
て
同
じ
く
中
央
扉
口
中
間
層
の
「
聖
ペ

テ
ロ
立
像」

で
あ
ろ
う。

こ
れ
ら
の
類
似
を
認
め
た
上
で
ペ
ル
シ
ー
の
受
難
伝
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
「
幼
児
伝」

ク
リ
ュ
ニ
ー
の

ペ
ル
シ
ー
の
受
難
伝
の
彫
師
に
一

番
近
い
作
例
は、

ヴ
ェ
ズ
レ

の
扉
口
に
見
ら
れ
る
微
妙
な
違
い
を
個
人
の
幅
と
み
な
す
か、

別
の
「
手」

と

す
る
か
は
極
め
て
難
し
い
。

少
な
く
と
も
受
難
伝
の
彫
師
は
ど
こ
か
で
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
関
わ
っ

受
難
伝
の
彫
師
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
の
関
連
に
つ
い
て
は、

受
難
伝
を
表
す
ま
ぐ
さ
の
み
石
質

が
異
な
り、

そ
の
石
質
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
祭
室
の
も
の
に
近
い
こ
と
か
ら
何
ら
か

の
繋
が
り
を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

人
像
を
比
較
す
れ
ば
ペ
ル
シ
ー
の
ま
ぐ
さ
左
か

ら
五
人
目
の
本
を
胸
の
前
に
持
つ
斜
横
向
き
の
人
像
（
使
徒
ヨ
ハ
ネ
？）
（
挿
図
11
C
)
は
ク
リ

ュ
ニ
ー
の
「
春」
（
挿
図
3
)

を
下
敷
き
に
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
東
端
部
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
に
は
受
難
の
彫
師
の
も
の
と
断
定
で
き
る
も

4)。
ー に

な
る。

こ
れ
は
ア
ー
ミ
説
と
全
く
逆
の
流
れ
で
あ
る。

難
伝
の
彫
師
の
手
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
に
は
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し、

今
の
と
こ
ろ

以
上
見
て
き
た
ペ
ル
シ
ー
の
四
人
の
彫
師
と
ク
リ
ュ
ニ
ー、

ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房、

ヴ
ェ
ズ

レ
ー
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と、

半
円
形
壁
面
と
コ
ー
ベ
ル
を
彫
っ
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
と
ミ
カ
エ

ル
の
彫
師
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
周
歩
廊
柱
頭
の
特
徴
も
共
有
し

ェ
ズ
レ
ー
に
最
も
近
く、

部
分
的
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
特
徴
も
示
し
て
い
る。

こ
こ
で
留
意
す
べ

ぎ
は、

一

方
ま
ぐ
さ
と
そ
の
延
長
部
を
彫
っ
た
受
難
伝
の
彫
師
と
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
彫
師
は
ヴ

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー。
フ
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
の
間
に
は
直
接
の
繋
が
り
が
認
め
が
た
い

が、

ペ
ル
シ
ー
の
扉
n
は
そ
の
ど
ち
ら
の
様
式
に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

の
扉
口
の
制
作
過
程
で
見
た
半
円
形
壁
面
と
ま
ぐ
さ
と
の
多
少
の
時
間
的
ズ
レ
は、

結
果
と
し

て、

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
を
結
ぶ
様
式
の
橋
渡
し
に
な
っ
た
と
い
え
る。

こ
の
観
察
結
果
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
周
歩
廊
柱
頭
の
年
代
に
何
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
か。

て
い
る。

リ
ュ
ニ
ー
周
歩
廊
柱
頭
以
降
の
衣
文
の
特
徴
が
み
ら
れ
る。
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挿図13 ペルシ ー 、扉n、 まぐさ北側延長部、 ゲッセマネの園

ペ
ル
シ
ー

ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
か
ら
す
で
に
離
れ、

ク

ク

様
式
は
や
や
凡
庸
だ
が、

衣
文
の
扱
い
に
は

ぐ
さ
の
キ
リ
ス
ト
よ
り
背
を
高
く
し
て
い
る。

組
み
の
上
縁
に
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て、

ま

ッ
セ
マ
ネ
の
彫
師
は
キ
リ
ス
ト
の
光
背
を
枠

プ
ロ
ボ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る。

ま
た
ゲ

キ
リ
ス
ト
は
面
長
で
他
の
人
物
と
釣
り
合
う

キ
リ
ス
ト
は
丸
顔
で
背
が
低
い
。

延
長
部
の

較
す
る
と
よ
く
わ
か
る。

受
難
伝
の
彫
師
の

う。

こ
の
二
人
の
違
い
は
キ
リ
ス
ト
像
を
比

は
受
難
伝
の
彫
師
の
周
辺
に
い
た
人
で
あ
ろ

四
人
目
の
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
彫
師
（
挿
図
認）

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
彫
師
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れ 、

衣
文
の
イ
デ
ィ
オ
ム
は
同
じ
だ
し 、

(
1)

周
歩
廊
柱
頭
の
三
人
の
彫
師

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う 。

同
時
に
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」

た
も
の
だ 。
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」
の
彫
師
の
「
手」
に
一
番
近
い
作
品
は
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
モ
ン

ソ
ー
・
レ
ト
ワ
ー

ル
の
扉
口
「
昇
天
」

の
左
側
に
立
つ
使
徒
で
あ
ろ
う 。

ル
ラ
は
「

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」

背
景
を
連
想
さ
せ
さ
え
す
る 。

も
し
仮
に
モ
ン
ソ
ー

の
扉
口
を
彫
っ
た
人
が
そ
の
技
量
を
認
め

ら
れ 、

モ
ソ
ソ
ー

の
「
昇
天
の
キ
リ
ス
ト
」

を
囲
む
マ
ソ
ド

の
第一
音
か
ら
四
音
ま
で
の
人
物
像
が
立
つ
ア
ー

モ
ン
ド

形
の

ク
リ
ュ
ニ
ー

彫
刻
部
の
頭
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い 。

少
な
く

通
す
る
が
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
（
挿
図
6 、

ヽ

7
a
i
b
 
8
a
_
b)
 に
は
見
ら
れ
な
か
っ

要
が
あ
る
だ
ろ
う 。

周
歩
廊
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
た
八
基
の
円
柱
に
冠
す
る
柱
頭
を 、

(30)
 

ト
の
呼
称
に
従
い 、

北
側
か
ら
南
側
へ
時
計
回
り
に
一
番
か
ら
八
番
と
す
る 。

筆
者
は
こ
れ
ら

の
柱
頭
に
三
人
の
「
手」

を
識
別
す
る 。

第
一
の
彫
師
は
葉
飾
り

（一
番） 、
「
体
育」
（
ニ

番） 、
「
天
国
の
川
」

（
六
番）
（
挿
図
5) 、
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」
（
七
番
と
八
番）
（
挿
図
2)

の
五
つ
の
柱
頭
を 、

第
二
の
彫
師
は
「
四
方
の
風」
（＝一
番）

と
「
春」
（
挿
図
3)
「

夏
」

「

慎

し
み
」

〔
五
番）

を 、

第
三
の
彫
師
は
「

希
望」
（
挿
図
4)
「
慈
善」
（
四
番）

を
彫
っ
た
と
思

(31)
 

わ
れ
る 。

主
題
に
ち
な
み
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」
の
彫
師 、
「

春
」

の
彫
師 、
「

希
望
」

の
彫
師

周
歩
廊
柱
頭
の
過
半
数
を
彫
り 、

質
的
に
も
卓
越
し
た
「
天
国
の
川
」

や
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖

歌
」

を
彫
っ
た
人
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
仕
事
現
場
で
彫
刻
部
の
筆
頭
に
立
っ
た
人
だ
ろ
う
（
挿
図

2 、
5) 。
こ
の
彫
師
の
人
物
像
は
全
体
と
し
て
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
に
近
い 。
し
か
し

の
人
像
は
低
い
位
置
の
大
ぎ
な
耳 、

瞳
を
穿
っ
た
は
っ
ぎ
り
し

た
目
な
ど
を
示
す 。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
ペ
ル
シ
ー

の
ミ
カ
エ
ル
の
彫
師
（
挿
図
12
a
ー

b)
に
共

ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
柱
頭
と

ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻

石
質
の
違
い
こ
そ
あ

コ
ナ
ン

こ
の
問
題
を
再
考
す
る
に
は 、

周
歩
廊
柱
頭
そ
の
も
の
の
様
式
を
あ
ら
た
め
て
観
察
す
る
必

挿図16

ヽ

レ
ー

ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
と
略
す） 、

の
様
式
は
ヴ
ェ
ズ
レ
ー 、

ナ
ル
テ
ッ
ク

な
円
の
あ
る
単
純
な
耳 、

四
角
い
顔
の

化
し
た
衣
文 、

小
さ
な
ボ
タ
ン
の
よ
う

の
柱
頭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 。ハ
タ
ー
ソ

の
彫
師
の
特
徴
は
「
希
望」
（
挿
図
4)

だ
っ
た
の
か 、

質
的
に
や
や
劣
る 。
こ

仕
事
現
場
で
は
ア
シ
ス
タ
ソ
ト

的
存
在

「
希
望
」

の
彫
師
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の

の
彫
師
に
も
な
い 。

を
た
た
ん
だ
反
復
的
な
ジ
グ
ザ
グ
パ
タ
ー
ソ
（
挿
図
7
a
)
は
「

春」
の
彫
師
に
も
「
希
望」

(32)
 

と
も
こ
の
仮
定
を
打
ち
消
す
決
定
的
な
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い 。

「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」
の
彫
師
と
「
春」
の
彫
師
を
比
較
す
る
と 、

石
の
表
面
に
対
す
る
繋

の
角
度
と
彫
り
の
深
さ
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が 、

衣
文
に
お
い
て
相
違
が
明
ら
か
に
な
る
（
挿

図
2 、

3) 。
「
春」
の
彫
師
は 、
「

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」

の
彫
師
の
人
像
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

二
の
腕
と
大
腿
部
と
腔
を
お
お
う

上
向
き
と
下
向
き
の
平
行
放
物
線
を
は
じ
め 、

途
切
れ
ず
流

れ
る
壁 、

風
に
靡
く
よ
う
な
衣
の
扱
い 、

深
く
挟
っ
た
複
雑
な
裾
線
な
ど
を
好
ん
で
用
い
る
よ

う
に
な
る 。

そ
し
て
「
春」
の
人
像
の
膝
の
後
ろ
に
纏
め
ら
れ
て
い
く
上
向
ぎ
と
下
向
き
の
放

物
線
の
衣
文
は
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

で
一
層
顕
著
に
な
る
（
挿
図
16) 。
こ
の
衣
文
の
扱
い
は
「
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
」

の
人
物
像
で
は
部
分
的
に
見
ら
れ
る
が 、
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
人
像
に
は

見
ら
れ
な
い 。

逆
に
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー 。フ

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
平
行
＞
字
形
衣
文
や
襲

輪
郭
に
み
ら
れ
る 。

「
春
」

の
彫
師
と
「
希
望
」

の
彫
師

ス
扉
口
の
第一
期
工
事
（
以
下
ヴ
ェ
ズ

す
な
わ
ち
南
扉
口
の
「
幼
児
伝」
（
挿
図
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東
端
部
の
彫
刻
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う。

加
わ
る。

こ
の
技
法
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
周
歩
廊
柱
頭
に
共
通
す
る。

像
は
「
希
望」

の
彫
師
自
身
の
も
の
だ
ろ
う。

以
上、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
で
発
展
し
た
「
春」

と
「
希
望」

ペ
ル
ジ
ー
の
扉
口
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
周
歩
廊
柱
頭
を
彫
っ
た
人
達
の
「
手」

を
分
け、

ネ
第
二
工
房
お
よ
び
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
、

ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
の
彫
刻
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い

一
、

ペ
ル
シ
ー
の
セ
ラ
フ
ィ
ム
の
彫
師
と
ミ
カ
エ
ル
の
彫
師
は
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
出
身
と

思
わ
れ
る
が
、

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
彫
刻
技
法
が

二
、

ペ
ル
シ
ー
の
受
難
伝
の
彫
師
と
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
彫
師
は
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
か
ら
は
な

れ、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
と
直
接
関
連
が
あ
っ
た。

お
そ
ら
く
ク
リ
ュ
ニ
ー
の

る
か
を
見
た。

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。

各
々
の
「
手」

が
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇、

ア
ン
ジ
ー
西
正
面、

マ
コ
ソ

扉
口
を
請
け
負
っ
た
ブ
リ
ヨ

の
様
式
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。 （

挿
図
17)

と
左
脇
壁
の
聖。ハ
ウ
ロ
立

挿図17

ナ
ル
テ
ッ

ク
ス

中
央
扉
口
の
ま
ぐ
さ

長
上
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。

ず
か
し
い
が
、

こ
の
彫
師
の
特
徴
の
延

身
の
も
の
か
周
辺
の
人
の
も
の
か
は
む

徴
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

レ
ー
の
「
昇
天
」

が
「
春」

の
彫
師
自

に
流
動
的
に
な
る
（
挿
図
16
)。

ヴ
ェ
ズ

の
「
昇
天
」

で
長
身
化
し
衣
文
は
さ
ら

形
態
の
違
い
も
あ
る
が
、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

「
春」

で
見
た
人
像
は
、

規
模
と
壁
面

見
ら
れ
な
か
っ
た
彫
刻
技
法
が
認
め
ら
れ
る。

壁
の
使
徒
立
像
彫
刻
の
主
流
に
な
る。

16
)
、
そ
し
て
中
央
扉
口
の
ま
ぐ
さ
と
脇

14
)

と

北

扉
口

の
「
昇

天
」
（
挿

図

三、

ク
リ
ュ
ニ

ー
の
周
歩
廊
柱
頭
に
は
三
人
の
手
が
認
め
ら
れ、

こ
の
中
で
「
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌」

の
彫
師
が
基
本
的
な
技
法
と
形
体
・

衣
文
表
現
に
お
い
て
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の

様
式
に
も
っ

と
も
近
い
。

し
か
し
顔
の
細
部
や
衣
文
表
現
に
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー。
フ
に
は

四、

周
歩
廊
柱
頭
の
「
春」

の
彫
師
と
「
希
望
」

の
彫
師
の
衣
文
表
現
は
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
ナ

ル
テ
ッ
ク
ス
扉
口
の
主
流
と
な
り、

も
「
春」

さ
ら
に
発
展
す
る。

ペ
ル
シ
ー
の
受
難
伝
の
彫
師
の
様
式

の
彫
師
の
様
式
を
も
と
に
、

個
人
の
特
徴
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

五、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
ペ
ル
シ
ー
で
展
開
を
み
せ
た
「
春」

の
彫
師
と
「
希
望」

の
彫
師
の
特

右
の
五
つ
の
結
果
を
総
括
で
き
る
様
式
展
開
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か。

(
2
)

周
歩
廊
柱
頭
様
式
の
形
成
と
展
開

ア
ソ
ジ
ー
西
正
面
扉
口
、

ア
ヴ
ナ
ス

祭
壇、

て
は
様
々
な
説
が
出
さ
れ
て
ぎ
た
が
、

ル
レ
ン
ダ
ー
、

マ
コ
ン
の
ナ
ル
テ
ッ
ク

竺
扉
口
の
年
代
に
関
し

い
ま
だ
定
説
は
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ザ
ウ
エ

ペ
ン
ダ
ー
ガ
ス
ト
等
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
と
。ヘ
ル
シ
ー
を
ク
リ
ュ
ニ

ー

(
33)
 

様
式
の
影
響
下
で
制
作
さ
れ
た
地
方
作
品
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た。

こ
れ
に
対
し
ア
ー
ミ
は
こ

れ
ら
す
べ
て
の
作
品
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
先
行
さ
せ
、

筆
者
は
ア
ー
ミ
説
を
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
の
工
房
の
作
品
が
ク
リ
ュ
ニ

ー
の
彫
刻
の
前
身
で
あ
っ
た

と
す
る
限
り
に
お
い
て
支
持
す
る
が
、

ペ
ル
シ
ー
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
の
関
係、

ま
た
本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
作
品
の
年
代
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
以
下
に
み
る

(
34)
 

よ
う
に
ア
ー
ミ
と
異
な
る
立
場
を
と
る。

筆
者
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

も
し
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
作
品
が
ク
リ
ュ
ニ

ー
様
式
の
影
響
下
で
制
作
さ
れ
た
地
方
作
品
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
は
な
ぜ
ク
リ
ュ
ニ
ー
の

「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」

の
様
式
の
み
を
反
映
し
、

ク
リ
ュ
ニ
ー
周
歩
廊
様
式
の
源
と
し
た。

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
扉
口
で
主
流
と
な
っ
た
「
春」

と
「
希
望
」

の
彫
師
の
様
式
を
示
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
点、

そ
し
て
、

も
し
ク
リ
ュ
ニ

ー
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な
\.,、

周
歩
廊
柱
頭
が
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
手
本
に
な
っ
て
い
た
の
な
ら 、

な
ぜ
周
歩
廊
柱
頭

の
顔
の
特
徴
や
懐
の
二
重
プ
ロ
セ
ス
の
技
法
は
模
倣
さ
れ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

点
で

あ
る 。

様
式
を
真
似
る
時
は

、

そ
の
様
式
と
切
り
は
な
せ
な
い
技
法
も
一

緒
に
学
ぶ
の
が
普
通

で
あ
る 。

手
本
と
な
る
作
品
の
醸
し
だ
す
雰
囲
気
と
精
神
を
真
似
る
こ
と
は
難
し
い
が

、

彫
刻

技
法
と
表
面
上
の
特
徴
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
地
方
の
彫
師
に
も
模
倣
で
き
た
は
ず
で
あ
る 。

拘
わ
ら
ず 、

に
も

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
人
像
に
は
周
歩
廊
柱
頭
に
見
ら
れ 、

ペ
ル
シ
ー

や
ヴ

ェ
ズ
レ
ー
さ
ら
に
オ
ー
タ
ソ
で
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
技
法
上
の
特
徴
が
見
ら
れ

逆
に 、

ア
ヴ
ナ
ス

祭
壇
グ
ル
ー
プ
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
柱
頭
様
式
の
基
礎
を
形
成
し
た
と

仮
定
す
る
と 、

先
の
五
つ
の
結
果
は
矛
盾
な
く

説
明
さ
れ
う
る 。

す
な
わ
ち
―

0
八
八
年
に
着

工
し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
設
は
地
下
の
墓
礎
工
事
に
は
じ
ま
り 、

石
の
歓
出 、

木
枠
の
制
作 、

地
上
で
の
石
組
み 、

柱
礎
・

柱
身
の
準
備
と
進
み 、

柱
頭
と
り

わ
け
人
物
像
を
含
む
柱
頭
の
多

い
東
端
部
に
工
事
が
進
ん
だ
時 、

腕
利
ぎ
の
彫
師
が
多
数
必
要
と
さ
れ 、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方

の
工
房
の
幾
つ
か
が
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
仕
事
現
場
に
加
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る 。

東
端
部
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
に
見
ら
れ
る
様
式
の
多
様
性
は
複
数
の
工
房
の
参
加
を
裏
づ

け
て
い
る 。

そ
う
し
た
工
房
の
―

つ
に
ュ
ー

グ
修
道
院
長
の
故
郷
で
あ
る
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
を
中

心
に
活
動
し
て
い
た
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
が
あ
り 、

そ
の
彫
師
達
が
指
導
的
立
場
で
ク
リ
ュ
ニ

ー
の
仕
事
現
場
に
加
わ
っ

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

。

け
負
っ

た
有
能
な
彫
師
達
は

、

ア
ヴ
ナ
ス

祭
壇 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
を
請

ア
ン
ジ
ー

西
正
面 、

マ
コ
ン

扉
口
な
ど
を
代

表
作
と
す
る
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
に
萌
芽
し
て
い
た
様
式
を
基
礎
と
し
つ
つ
個
々
の
造
形
言
語

を
展
開
し 、

石
そ
の
も
の
の
美
し
さ
と
形
体
の
動
き
の
優
雅
さ
を
も
っ

と
も
洗
練
し
た
様
式
に

(
35)
 

発
展
さ
せ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。

ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
彫
刻
が
周
歩
廊
柱
頭
に
先
行
し
た
と
す
る
こ
の
推
察
は

、

柱
頭

と
柱
身
の
接
合
方
法
と
図
像
の
点
か
ら
も
傍
証
で
き
る 。

す
で
に
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
た
よ
う

に 、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
柱
頭
接
合
方
法
は

、

連
続
式
（
柱
頭
と
柱
身
を
繋
ぐ
ネ
ッ
キ
ン
グ

往
来
が
媒
体
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う 。

リ
ヨ
ネ
第

す
べ
て
分
離
式
に
な
っ
て
い
る 。

モ
ン
ソ
ー
と
ペ
ル
シ
ー

は
ネ
ッ
キ
ン
グ
の
形
状
か
ら
し
て
ブ

フ
ラ
ソ
ス

(
n
e
c
ki
n
g)

を
柱
頭
と
同
じ
石
塊
か
ら
彫
り
だ
す
方
法）

か
ら
分
離
式
（
ネ
ッ
キ
ソ
グ
を
柱
頭

(
36)
 

へ
と
移
行
す
る 。

の
ほ
ぼ
全
土
に
流
布
し
て
い
た
連
続
式
は

、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
に
お
い
て
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の

建
築
様
式
が
確
立
す
る
以
前
の
伝
統
的
な
教
会
建
築
の
柱
頭
に
見
ら
れ 、

ブ
リ
ヨ
ネ
第
一

工
房

も
第
二
工
房
も
連
続
式
を
と
っ
て
い
る 。

こ
れ
に
対
し
分
離
式
は
元
来
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
の

コ
リ
ソ
ト

式
柱
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
接
合
方
法
で

、

中
世
で
は
古
代
の
伝
統
の
強
い
地
域
に

分
布
し
て
い
た 。

ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ

地
方
で
は
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

が
そ
の
建
築
立
面
に
古
典
風

建
築
要
素
（
擬
コ
リ
ン
ト

式
柱
頭 、

溝
付
け
柱 、

卵
形
装
飾
帯
な
ど
）

を
と
り
い
れ
た
時 、

こ

の
接
合
方
法
も
一

緒
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

め
身
廊 、

一

方 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

で
は
周
歩
廊
柱
頭
を
は
じ

回
廊 、

西
正
面
扉
口
に
あ
っ

た
柱
頭
は
す
べ
て
分
離
式
に
移
行
し
て
い
る
が

、

南
翼

廊
と
そ
の
塔
の
中
に
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
祭
室
で
は
ま
だ
二
つ
の
接
合
方
法
が
並
存
し
て
い
る 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
を
モ
デ
ル
と
し
て
―
―

二
0
年
以
降
建
造
さ
れ
た
教
会
の
柱
頭
は

ル
ゴ
ー

ニ
ュ

地
方
に
お
け
る
連
続
式
の
晩
期
の
例
で

、

移
行
期
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う 。

ヴ

ェ
ズ
レ
ー

で
は
身
廊
の
再
建
に
と
も
な
っ
て
再
利
用
さ
れ
た
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」

の
柱
頭
と
ブ

工
房
様
式
の
柱
頭
(
S
al
et ,
n
os .
 3
2
-

3
8)

が
、

連
続
式
か
ら
分
離
式
に
作
り

直
さ

(
37)
 

れ
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
る 。

図
像
に
関
し
て
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

で
生
ま
れ 、

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
「
三
頭
鳥」

の
図
像
や 、

ペ
ル
シ
ー
、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
、

オ
ー

タ
ソ
に
伝
わ

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
オ
ー

タ
ン
で
も
見
ら
れ
る
「
グ

(
38)
 

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」

の
図
像
は
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
の
彫
刻
に
は
未
だ
見
ら
れ
な
い

。

無
論 、

図

像
の
み
で
年
代
の
前
後
関
係
を
推
す
こ
と
は
危
険
だ
が

、

あ
る
特
定
の
地
域
の
特
定
の
時
期
に

の
み
見
ら
れ
る
図
像
で

、

正
典
や
外
典
を
出
典
と
し
な
い
ロ
マ
ネ
ス
ク
期
の
図
像
に
は

、

そ
の

地
域
内
で
の
図
像
の
分
布
が
工
房
の
活
動
範
囲
に
関
連
す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る 。

様
式
が

彫
師
の
移
動
と
と
も
に
伝
播
し
た
よ
う
に 、

こ
う
し
た
特
種
な
図
像
も
ま
た
地
域
内
の
彫
師
の

か
ら
分
離
し 、

柱
身
と
同
じ
石
塊
の
最
上
部
に
彫
り
だ
す
方
法）
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挿図19 第三次クリュニー彫刻
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第三次クリュニー南
交差部、 柱頭C175

は
比
較
的
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か 。

ー
を
開
花
期
と
す
る
な
ら
ば 、
本
論
で

廊
柱
頭
と
ペ
ル
シ
ー

お
よ
び
ヴ
ェ
ズ
レ

第
二
工
房
の
作
品
群
を
ク
リ
ュ
ニ

ー
周

ペ
ル
シ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

に
ま
ず
伝
播

パ
ン
プ
ロ
ー

ナ 、
ロ
ー

ダ
の
ペ
テ
ロ
に
よ
り

奉
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
人
は
一
―
―
五

ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房 、
な
か
で
も
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー
プ
の
様
式
を
基
礎
と
し
て
ク
リ
ュ

ニ
ー

周
歩
廊
で
開
花
し
た
彫
刻
様
式
は
ま
ず
ペ
ル
シ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

に
伝
播
し
た
と
推
察
さ

れ
る 。
も
し
こ
れ
を
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
影
響
の
第一
波
と
呼
ぶ
な
ら 、
こ
の
影
響
は
彫
刻
部
門
の

数
人
の
彫
師
の
移
動
と
い
う

最
も
具
体
的
な
形
で
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る 。
そ
し
て
こ
の
時
期

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
人
物
像
彫
刻
断
片
が
教
会
の
東
端
部
と

そ
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て 、
筆
者
は
東
端
部
が一
応
完
了
し
た
時
点
で
人

物
像
を
彫
れ
る
技
量
の
あ
る
彫
師
た
ち
は
ク
リ
ュ
ニ

ー
を
去
り 、

責
任
者
と
し
て
ペ
ル
シ
ー
と

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

に
赴
い
た
と
考
え
る 。
こ
の
中
に
は
受
難
伝
の
彫
師
も 、
「
春」
の
彫
師
も 、
「
希

望」
の
彫
師
も
い
た
で
あ
ろ
う 。
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌」
の
彫
師
の
様
式
が
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

で
主
流

に
な
ら
な
か
っ

た
の
は 、
こ
の
人
が
ク
リ
ュ
ニ
ー

に
残
り

彫
刻
部
門
の
総
指
揮
に
あ
た
っ
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
そ
し
て
南
翼
廊
と
側
廊
の
交
差
部
に
あ
る
美
し
い
葉
飾
り

柱
頭

た
彫
刻
断
片
2302
(30 I
V
 31)
 

以
上、

し—•

の
彫
師
の
手
が
見
ら
れ
る
こ
と
は 、
こ

(39)
 

の
推
祭
を
裏
付
け
る
も
の
だ
ろ
う

（
挿

ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
の
柱
頭

し
た
と
考
察
し
た 。
こ
こ
で
ブ
リ
ヨ
ネ

歩
廊
柱
頭
彫
刻
の
形
成
期
と
し 、
周
歩

(
3)
ペ
ル
シ
ー

扉
口
お
よ
び
ク
リ
ュ
ニ
ー

問
歩
廊
柱
頭
彫
刻
の
編
年
の
試
み

ブ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ
地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
と
彫
刻
の
年
代
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
時 、
基
本

長
の
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
建
設
と
献
堂 、

ユ
ー

グ
修
道
院
長
逝
去 、

（

？
〗）

1
0
八
八
年
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

着
工 、

1
0
九
五
年
ク
リ
ュ
ニ

ー
の
奉
献
式 、

の
弯
留
落
下 、

―
―
二
0
年
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
大
火 、

―
1
0
九
年

の
参
考
に
な
る
史
料
が
幾
つ
か
あ
る 。
そ
の
第一
は 、
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
の
マ
ル
シ
ニ
ー

に
残
る

公
文
書
に 、
マ
ル
グ
リ
ー

タ
と
言
う

婦
人
が
ペ
ル
シ
ー

の
ガ
リ
ラ
ヤ(galilaea
11
ポ
ー

チ 、
ナ

後
ま
も
な
く
次
の
ポ
ン
ス
修
道
院
長
の
時
(―
1
0
九
ー一

ル
テ
ッ
ク
ス
な
ど
の
玄
関
間
を
総
称
し
た
中
世
用
語）
で
自
分
の
土
地
を
マ
ル
シ
ニ

ー
に
譲
渡

(40)
 

し
た
と
言
う

記
録
で
あ
る 。
こ
の
文
書
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が 、
こ
の
婦
人
は
譲
渡

―
二
二）
尼
に
な
っ

た
と
あ
る 。

ま
た―
1
0
八
年
の
日
付
の
あ
る
ク
リ
ュ
ニ

ー
文
書―――
八
七
四
番
に
こ
れ
と

似
た
記
録
が
あ
り 、

的
な
も
の
と
し
て―
1
0
八
年
に
位
置
づ
け
て
い
る 。
と
す
る
と
ペ
ル
シ
ー

の
ガ
リ
ラ
ヤ
は一

第
二
は
柱
頭
と
柱
身
と
の
接
合
方
法
が
連
続
式
か
ら
分
離
式
へ
移
行
し
た
時
期
に
関
す
る
年

在
す
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
祭
室
（
ク
リ
ュ
ニ
ー

南
翼
廊
の
塔
内）
で 、
移
行
期
を
示
す
こ
の
祭
室
は

年
ト
ウ
ー

ル
ー

ズ
で
暗
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
祭
室
は
そ
れ
以
前
に
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

(41)
 

な
る 。
も
う―
つ
は 、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

身
廊
の
交
叉
部
寄
り
の
ベ
イ
に
は 、
ア
ル
ト
ー

修
道
院
長

代
で 、
こ
れ
に
は
二
つ
の
参
考
年
代
が
考
え
ら
れ
る 。
―
つ
は
連
続
式
と
分
離
式
の
柱
頭
が
混

て
い
た
様
式
を
基
礎
と
し
て
開
花
し 、

1
0
八
年
か
ら
遅
く
と
も
そ
の
数
年
後
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る 。

彫
刻
は
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
に
萌
芽
し

あ
る 。
歴
史
学
者
ジ
ャ
ン
・
リ
シ
ャ
ー

ル
は 、
マ
ル
シ
ニ
ー

文
書
を
ク
リ
ュ
ニ

ー
文
書
の
補
足

図
19) 。

こ
こ
に
は
土
地
譲
渡
が
始
め
ク
リ
ュ
ニ
ー

で
行
な
わ
れ 、
つ
い
で
ペ
ル
シ
ー

で
行
な
わ
れ
た
と

（
挿
図
18)
や
東
端
部
か
ら
発
掘
さ
れ

―
一
三
0
年
ク
リ
ュ
ニ
ー

献
堂
式
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る 。
さ
ら
に
編
年

―
一
三
年
ク
リ
ュ
ニ

ー
身
廊

1
0
六
年
ア
ル
ト
ー

修
道
院
長
の
暗
殺 、

奉
献
式 、

的
な
も
の
と
し
て
は 、

1
0
九
六
ー

扱
っ

た
作
品
群
は
年
代
的
に
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う 。

1
0
四
年
ア
ル
ト
ー

修
道
院

1
0
九
四
年
シ
ャ
ル
リ
ュ
の
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頃
ま
で
に
工
事
は
上
部
構
造
に
達
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う 。

頭
が
い
く
つ
か
残
る 。

こ
れ
ら
の
柱
頭
接
合
部
を
観
察
す
る
と 、

も
と
も
と
連
続
式
で
あ
っ

た

も
の
を
新
し
い
柱
頭
と
の
統
一

を
は
か
る
た
め
接
合
部
の
ネ
ッ
キ
ン
グ
を
削
り

分
離
式
に
作
り

(
42)
 

直
し
た
跡
が
あ
る 。

作
り

直
し
の
時
期
は 、

身
廊
が
再
建
（
も
し
く
は
改
築）

さ
れ
た
時
と
思

わ
れ 、

そ
れ
が
サ
レ
の
説
く
よ
う
に
一
―
二
0
年
の
大
火
の
直
後
と
す
る
な
ら
ば 、

分
離
式
は

第
三
に 、
ユ
ー
グ
修
道
院
長
の
年
代
記
者
で
あ
っ

た
ジ
ロ
ン
が
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
内
陣

の
美
し
さ
に
驚
嘆
し
た
記
録
を
一
―
二
0
年
頃
残
し
て
い
る
こ
と
と
第
二
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
身

廊
と
ガ
リ
ラ
ヤ
の
取
り

壊
し
が
ポ
ン
ス
修
道
院
長
（
在
位
一

(
43)
 

ま
っ

た
こ
と 。

こ
れ
ら
の
記
述
は
少
な
く
と
も
第
三
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
東
端
部
が
こ
の
頃
完
成

し 、

祭
壇
と
周
歩
廊
周
辺
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る 。

こ
う
し
た
史
料
に
合
わ
せ
見
逃
せ
な
い
の
は 、

ュ
ニ
ー

の
最
初
の
影
響
は
彫
刻
様
式
に
限
ら
れ 、

建
築
様
式
に
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
様
式
に
関
連
す
る
彫
刻
は 、

ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
作
品
は
も
と
よ

り
ペ
ル
シ
ー

で
も
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

で
も 、

す
べ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
が
導
入
さ
れ
る
以
前

に
南
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
流
布
し
て
い
た
伝
統
的
な
建
築
様
式
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ソ
の
中
に
の

み
見
い
出
さ
れ
る 。

換
言
す
れ
ば 、

に
伝
わ
っ

た
時
点
で 、

限
ら
れ 、

よ
っ
て
い
る 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
は
ま
だ
東
端
部
と
南
翼
廊
・

交
差
部
の
中
層
部
に

ク
リ
ュ
ニ
ー

を
特
徴
づ
け
る
三
層
構
成
の
立
面
と
尖
塔
ア
ー

チ
を
十
分
示
す
ま
で
建

設
工
事
は
進
行
し
て
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う 。

ど
の
要
素
が
部
分
的
に
入
り
始
め
る
が 、

建
築
全
体
と
し
て
は
ま
だ
ブ
リ
ヨ
ネ
地
方
の
伝
統
に

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
が
い
つ
頃
か
ら
モ
デ
ル
と
な
っ

た
の
か
定
か
で
は
な
い
が 、

(
44)
 

―
―
二
五
年
に
弯
薩
が
落
ち
る
と
い
う

事
故
が
生
じ
て
い
る
か
ら 、

少
な
く
と
も
一
―
二
0
年

こ
こ
に
挙
げ
た
参
考
年
代
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

彫
刻
と
建
築
と
の
関
係
は
一
―

0
五
I
-
―
二
0

こ
の
頃
ま
で
に
一

般
的
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る 。

の
下
で
一

〇
九
六
年
か
ら

1

0
九
ー

一
―
二
二）

の
下
で
始

ペ
ル
シ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

に
伝
播
し
た
ク
リ

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
最
初
の
影
響
が
ペ
ル
シ
ー
と
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

で
は
溝
付
き
柱
や
分
離
式
柱
頭
な

1

0
四
年
に
か
け
て
ブ
リ
ヨ
ネ
第
一
工
房
に
よ
り

制
作
さ
れ
た
柱

南
翼
廊 、

し
て
い
く
の
を
見
た 。

開
花
期
に
は
モ
ン
ソ
ー

扉
口 、

る
周
歩
廊
柱
頭
前
後
の
編
年
の
確
立
を
試
み
た 。

ま
た
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇 、

結
び

1

0
八
八
年
の
着
工
式
か
ら
数
え
二
0
年
前
後
の
こ
と
と
な
る 。

年
の
枠
に
符
号
す
る 。

こ
れ
ら
を
総
合
し 、

筆
者
は
ア
ヴ
ナ
ス
祭
壇
グ
ル
ー 。
フ
に
代
表
さ
れ
る

形
成
期
を
一

0
九
0
|

―
1

0
五
年
頃 、

0
年
頃 、

を
あ
て 、

品
群 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

彫
刻
の
開
花
期
を
一
―

0
五
ー

一
―
ニ

そ
し
て
周
歩
廊
柱
頭
を
一
―

0
五
I
-
―
-

0
十
年
ご
ろ
と
推
定
す
る 。

す
な
わ
ち

本
論
で
は
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
ペ
ル
シ
ー

の
扉
口
彫
刻
に
光

そ
れ
に
様
式
的
関
連
を
示
す
ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
柱
頭 、

ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
の
作

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

扉
口
第
一

期
工
事
の
彫
刻
と
の
比
較
か
ら 、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ，
ュ

地
方
に
お
け

マ
コ
ン
扉
口
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ブ
リ
ヨ
ネ
第
二
工
房
の
作
品
群
を
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
彫

刻
様
式
の
形
成
期
と
し 、

こ
の
形
成
期
が
そ
の
ま
ま
ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
彫
刻
様
式
へ
と
開
花

ペ
ル
シ
ー

扉
口 、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

扉
口
第
一

期
工
事
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う 。

こ
こ
で
扱
っ

た
形
成
期
と
開
花
期
は
連
続
的
な
内
的
展
開
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、

ブ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ

地
方
の
彫
刻
様
式
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
連
続
的
展
開
を
遂
げ
た
も
の
で
は
な
い 。

以
下
結
論
に
代
え
て 、

今
後
の
研
究
指
針
と
し
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会

の
大
ぎ
な
編
年
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
影
響
の
あ
り

方
と
の
関
係
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く 。

ま

ず
形
成
期
と
開
花
期
に
前
後
す
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
主
だ
っ

た
彫
刻
を
幾
つ
か
の
大
き
な

段
階
に
ま
と
め
る
な
ら（
図
式
化
に
伴
う
あ
る
程
度
の
危
険
性
を
認
め
た
上
で） 、

(
1

0
七
五
I
-

と
ア
ン
ジ
ー

の
身
廊
柱
頭
を
代
表
と
す
る
ブ
リ
ヨ
ネ
第
一

工
房
の
活
躍
し
た
時
期
を
草
創
期

(
45)
 

I

 

0
0)

と
し 、

形
成
期
・

開
花
期
に
続
く

段
階
を
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様

式
の
伝
播
期
(
―
―
二
0
|

-
一
四
0
年 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
東
端
部 、

翼
廊
交
差
部 、

オ
ー
タ
ソ

、

ヽ

ソ
リ
ュ
ウ

ア
ン
ジ
ー

西
正
面 、

シ
ャ
ル
リ
ュ

ム
チ
ェ
・

サ
ン
・
ジ
ャ

ソ
、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
第
二
期
工
事）

と
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う 。

さ
ら
に
最
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師 晩
期
を
入
れ
る
な
ら 、
サ
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ド
・
ジ
ョ
ン
ジ
ー

や
シ
ャ
ル
リ
ュ

北
扉
口
が
そ

の
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る 。
形
成
期
と
開
花
期
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
五
つ
の
段
階
的
ま
と

ま
り
は 、
け
っ
し
て
単
線
的
に
進
行
し
た
発
展
段
階
で
は
な
い 。
実
際
は
重
複•
平
行
し
な
が

ら
連
綿
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
個
々
の
現
象
を
彫
刻
様
式
と
建
築
様
式
に
も
と
ず
い
て
グ
ル
ー

プ
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず 、
こ
の
グ
ル
ー
プ
化
か
ら
外
れ
て
し
ま
う

工
房
や
小
さ
な
教
会
も
多

い 。
な
か
で
も
形
成
期
か
ら
開
花
期
に
か
け
て
南
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
で
ュ
ニ
ー
ク
な
図
像
と
様
式

で
活
躍
し
た
ド
ソ

ジ
ョ
ン
工
房
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
ろ
う 。
ま
た
こ
こ
で
言
う

形
成
期
か

ら
開
花
期
へ
の
移
行
が
連
続
す
る
内
的
展
開
で
あ
っ
た
の
に
対
し 、
草
創
期
と
形
成
期
は
重
複

期
間
を
も
っ
て
併
存
し
た
二
つ
の
工
房
に
代
表
さ
れ 、
各
々
は
異
な
る
様
式
を
示
し
て
い
る 。

編
年
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
影
響
に
つ
い
て
見
れ
ば 、
影
響
の
第一
波
が
彫
刻
を
主
と
し
た
も
の

年
に
か
け
て
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
（
尖
塔
ア
ー

チ 、
三
層
構
成
の
立
面 、
擬
コ
リ
ソ

ト
式

柱
頭 、
分
離
式
柱
頭 、
溝
付
柱
身 、
剤
型
柱
礎）
を
モ
デ
ル
と
し
て
オ
ー
タ
ン 、

シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ル
・
ソ
ー
ヌ 、

ヽ

ソ
リ
ュ
ウ

シ
ュ
ミ
ュ
ー

ル
・
ア
ソ

・
ブ
リ
ヨ
ネ
な
ど
で
教
会
が
建
て
ら

れ
た 。
こ
こ
で
注
目
す
べ
ぎ
は 、
こ
れ
ら
の
教
会
の
彫
刻
に
は
周
歩
廊
柱
頭
に
代
表
さ
れ
る
ク

(
46)
 

リ
ュ
ニ
ー

の
彫
刻
様
式
が
も
は
や
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
教
会
の
彫
刻
群
は
技

法
的
に
複
雑
に
な
り 、
装
飾
性
が
加
わ
り 、

彫
刻
断
面
は
丸
み
を
帯
び 、
各
々
の
彫
師
は
個
性

豊
か
な
様
式
を
示
す
よ
う
に
な
る 。

れ
ば 、

た
ず 、

オ
ー
タ
ソ

や
ソ
リ
ュ
ウ
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う 。

換
言
す

ク
リ
ュ
ニ
ー

東
端
部
の
彫
刻
様
式
を
共
有
す
る
教
会
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
を
も

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
を
示
す
教
会
に
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

周
歩
廊
柱
頭
の
人
物
像
様
式

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
彫
刻
様
式
と
建
築
様
式
に
み
ら
れ
る
影
響
の
時
間
的
ズ
レ
は
彫
刻
と
建
築
の

本
質
的
な
違
い
に
因
る 。
そ
れ
は―
つ
の
彫
刻
を
彫
り
あ
げ
る
の
に
要
す
る
時
間
と―
つ
の
建

築
が
完
成
す
る
の
に
要
す
る
時
間
の
違
い
ば
か
り
で
は
な
い 。
教
会
堂
に
見
る
彫
刻
群
は 、
彫

人
ひ
と
り
の
作
品
の
集
合
体
で
あ
る
の
に
対
し 、
建
築
は―
つ
の
共
通
の
計
画
（
設
計）

は
な
い
と
い
う

現
象
で
あ
る 。

で
あ
っ
た
の
に
対
し 、
影
響
の
第
二
波
は
建
築
に
見
ら
れ
る 。

―
二
0
年
頃
か
ら一
―
四
五

て
い
た
の
だ
ろ
う 。

い
う

最
も
直
接
的
な
経
路
で
お
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

に
そ
っ
て
多
く
の
人
が
部
分
的
に
参
加
し
作
っ
て
い
く―
つ
の
作
品
で
あ
る 。

に
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
仕
事
現
場
で
生
ま
れ
た
様
々
な
様
式
の―
つ
に
す
ぎ
な
い 。

ク
リ
ュ
ニ
ー

に

関
し
て
い
え
ば 、
こ
こ
で
み
た
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
彫
刻
様
式
と
は
実
は
四
0
余
年
間

し
か
し
そ
れ
が

あ
た
か
も
ク
リ
ュ
ニ
ー

彫
刻
様
式
の
代
名
詞
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は 、
爆
破
を
逃
れ
比
較
的

状
態
も
よ
く
ま
と
ま
っ
て
今
日
に
伝
わ
っ
た
た
め
で
あ
る 。
そ
し
て
ク
リ
ュ
ニ
ー

に
お
け
る
彫

刻
様
式
の
影
響
は 、
具
体
的
に
は 、
個
人
単
位
に
せ
よ 、
工
房
単
位
に
せ
よ 、
彫
師
の
移
動
と

こ
の
点 、
経
済
的 、
社
会
的 、
技
術
的 、

象
徴
的 、
儀
礼
的
条
件
を
伴
う

建
築
様
式
の
伝
播
と
は 、
伝
播
の
し
か
た
そ
の
も
の
が
異
な
っ

主
-
l-
=
H

 

(
1)

第
三
次
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
人
為
的
爆
破
の
経
緯
に
つ
い
て
は
B
runo
Marguery
ー

Melin ,
La

destru
c惹n
de
ミ

誓ye
de
 Cluny、
N
789
1
8
筵
Centre
d'
etudes
 clunisiennes

(
Cluny ,
 1985)
を
参
照 。

(
2)

B
芝iotheca
Cluniacensis ,
 col.
 1621 ,
 eds .
 
M.

 Ma
rrier

 and
 , A.
 Quercetanus
 

[
 Duchesne]
 (Paris ,
 1614;
 rpt .
 Macon ,
 1915) .
 コ
ナ
ン
ト
は
はドし
め一
0
八
八
年ー
を
碑年設

開
始
の
年 、
ま
た
は
最
初
の
石
を
置
く
儀
式
の
年
と
し
て
い
た 。
KennethJ .
 Conant ,
 "

 Medie
 , 

val
 Acade
my

 Excavations
 at
 Cluny ,
"
 Speculu
m , ,
 く
(1930) ,
pp .
 77-
94 ,
 esp .
 p .
 79 .
 

し
か
し 、
Kenneth
J.
 Conant ,
 Cluny ,
 les
 eglises
 et
 la
 maison
 du
 chef
 d'ordre 

(
Macon ,
 1968) ,
 pp .
 82
ー83
and

 n .
 26
で
は一
〇
八
四
年
頃
か
ら
建
設
準
備
は
始
ま
り 、
東
部

の
基
礎
工
事
が
完
了
し
た
時 、
地
上
で
の
最
初
の
石
を
置
く

儀
式(
fundatio)
が一
〇
八
八
年
九

月＝―
0
日
に
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る 。
Joseph
Talobre ,
 La
 constru
ction
 de
 l'abbaye
 de
 

Cluny
 (
Ma
con ,
 1936) ,
 pp .
 113
 
|
 116
は一
〇
八
八
年
を
もっ
て
工
事
開
始
と
す
る 。

(
3)
ュ
ー
グ
修
道
院
長
の
下
で
の
ク
リ
ュ
ニ
ー

に
つ
い
て
は
下
記
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い 。

C～
ミ
g
Le
go1
蕊
葛
men[
d W
H
奏
葛s
de

 Se
m
w、
a

Cluny、
A
ctes
du
 Collo
唸e

scientifique
 inte
rn
ミさndl)
Cluny ,
 14-1
7
 septe
mbre ,
 1988
 (Cluny ,
 1990) ;

 Noreen

Hunt ,
 Cluny
 under
 Saint
 H
葵h"
]049_]]09
(London ,
1967)
 

;
 Cluniac
 Monasti,
 

g
蕊
m
[
ぎe
Cent
蕊[
M
起dle
Ages ,
 N .
 Hunt ,
 ed .
 (London ,
 19
71) .
 

(
4)
{̂

 Consecration
 
"
 (
奉
献）
と"
dedication
 
"
 (
献
堂）
の
違
い
に
つ
い
て
は
Fra
rn;is

Salet ,
 "
Clunylll ,
"
 Bulletin
 monu
men
tal ,
 126
 (1968) ,
 pp .
 237-241
�
�
 昭匁
碑
8

築
5丁'-
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